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成田高等学校 放送部

岩手県高文連放送講習会 令和６年９月２２日

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

明治３１年 私立成田中学校の設立

昭和２３年 成田高等学校

昭和４２年 成田高等学校付属中学校

昭和４８年 成田高等学校付属小学校

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

平成１０年

創立１００周年

平成３０年

創立１２０周年

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

【生徒】

高等学校 １０４１名 中学校 ３８７名

【職員】

高等学校 ５８名 中学校 ３０名

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

【運動系部活動】

野球部 ソフトテニス部 陸上部 卓球部

バレーボール部 柔道部 剣道部 山岳部

弓道部 空手部 バスケットボール部 水泳部

サッカー部 ダンスドリル部 硬式テニス部

成田高等学校の紹介

岩手県高文連放送講習会

【文化系部活動】

物理部 化学部 自然科学部 美術部 書道部

音楽部 英語部 社会科研究部 調理部 被服研究部

文芸部 新聞部 演劇部 写真部 華道部 茶道部

インターアクト部 放送部 軽音楽部 競技かるた部

将棋同好会 クイズ研究同好会 コンピュータ同好会

ルービックキューブ同好会

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【部員数】高等学校 ２７名 中学校 １３名

【活動時間】

月曜～金曜 １５時２０分～１７時３０分

土曜 １３時～１５時
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放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【部内の組織】
主 務

副主務 副主務

庶務（会計 広報）

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動内容】

〇お昼の校内放送（１５分）

〇学校行事の放送担当 放送部春合宿の運営

〇文化祭「野球応援特集」制作

〇卒業式前「スクールメモリーズ」制作

〇読み班 発声練習 テキストで練習

〇番組班 取材 編集

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【発声練習内容】

〇 れろ、れろ、れろ の繰り返し

→ 下回り と 母音 の強化

〇 おはようー

→ 腹式強化 太い声を作る

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動内容】 〇外部依頼

３月 付属小学校イベント

４月 成田太鼓祭 ＡＮＡ未来ステージ

６月 音楽部定期演奏会

７月 成田祇園祭

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動内容】 〇外部依頼

１０月 公津フェスタ ステージ

１１月 成田花火大会ボランティア

１２月 全国高等学校選抜ｵｰｹｽﾄﾗﾌｪｽﾀ

１月 成田山正月奉仕活動

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動内容】 〇外部依頼

・関東高等学校バレーボール大会

・千葉テレビと共同で番組を制作

・成田市記念式典

・地元の夏祭り

放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動内容】 〇コンテストへの参加

６月 ＮＨＫ杯高校放送コンテスト

ＮＨＫ杯中学放送コンテスト

１１月 千葉県高文連放送コンテスト

１２月 テレＱアナウンスコンクール

【活動内容】 〇コンテストの記録 令和５年

・第７０回NHK杯千葉県大会 朗読部門 最優秀賞 アナウンス部門・研究発表部門 優秀賞

・第７０回NHK杯 全国大会 特別企画「私たちの街・学校のSDGs」で SDGs賞

研究発表代表校に選出 （NHKホールで発表）

・第４０回NHK杯中学校放送ｺﾝﾃｽﾄ千葉県大会 アナウンス・朗読・番組部門で全国大会

・第４７回全国高等学校総合文化祭 かごしま大会 ビデオメッセージ部門 優秀賞

・第３６回千葉県高文連放送コンテスト アナウンス部門・朗読部門・ＡＭ部門 優秀賞

レッドクロス部門 優良賞

・第２１回関東地区高校放送コンクール アナウンス部門 最優秀賞 朗読部門 優秀賞

・第３回テレQアナウンスコンクール（テレQ福岡本社）決勝大会に出場

【活動内容】 〇コンテストの記録 令和６年

・第７１回ＮＨＫ杯千葉県大会 アナウンス部門・朗読部門ともに最優秀賞

アナウンス部門 優秀賞 番組部門 奨励賞

・第７１回ＮＨＫ杯 全国大会 朗読部門準決勝進出 入選

・第１０６回全国高等学校野球選手権千葉大会開会式 司会担当

・ＮＨＫ千葉放送局コールサイン担当

・第４８回全国高等学校総合文化祭 岐阜大会 アナウンス部門出場 ブロック３位

・第４１回ＮＨＫ杯中学校放送ｺﾝﾃｽﾄ千葉県大会 アナウンス・朗読部門で全国大会

・第４１回ＮＨＫ杯中学校放送ｺﾝﾃｽﾄ 全国大会 アナウンス・朗読部門で決勝大会に進出

朗読部門 優良賞 ｱﾅｳﾝｽ部門 入選
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放送部の紹介
岩手県高文連放送講習会

【活動記録】

ｱﾅｳﾝｽ部門 高２ 松野 夢羽

「Ｓｏｕｌ ｏｆ Ａｓａｈｉ」

第２１回関東地区高校放送ｺﾝｸｰﾙ 最優秀賞

【活動記録】

アナウンス部門 高１ 野上 翔吾

「子ども食堂の わ 」

第２０回関東地区高校放送ｺﾝｸｰﾙ 優良賞

【活動記録】

アナウンス部門 高２ 野上 翔吾

「ボランティアとつながる科学館 」

第２１回関東地区高校放送ｺﾝｸｰﾙ 出場

【活動記録】

朗 読 部門 高２ 富田 凛

「 吉本ばなな作

ふなふな船橋 」

第２１回関東地区高校放送コンクール 優秀賞

【活動記録】 〇作品の紹介

朗 読 部門 中２ 小松 愛佳

「黒柳 徹子作 窓際のトットちゃん 」

第４１回ＮＨＫ杯全国中学校放送ｺﾝﾃｽﾄ 優良賞

【活動記録】 〇作品の紹介

ビデオメッセージ 部門

「 鰻 の“手” 」

第４７回全国高等学校総合文化祭 優秀賞

【活動記録】 〇作品の紹介

オーディオメッセージ 部門

「 軽便は、どこまでも 」

第３５回千葉県高文連放送コンテスト

【活動記録】 〇作品の紹介

創作テレビドラマ 部門

「 ライスマークイデオロギー 」

第６１回ＮＨＫ杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ 入選

【活動記録】

研究発表 部門

「 生徒主体の合同研修会運営 」

第７０回ＮＨＫ杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ 代表校
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【活動記録】

研究発表 部門

「 大幹トレーニングを体感しよう 」

第７１回ＮＨＫ杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ千葉県大会

【活動記録】

「 ＃ 成田山表参道からのＳＤＧｓ 」

第７１回NHK杯

SDGsテーマソング「ツバメ」

オリジナルミュージックビデオ制作 SDGs賞

成田高等学校 放送部 活動報告

前半戦 終了です。お疲れさまでした。

１０分間の休憩に入ります。

岩手県高文連放送講習会
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目次 前提

研究目的・内容

施策／研究結果 開催前1

2

3

開催当日
開催後

まとめ・展望

前提
3月下旬 ／ 1泊2日時期／日程合

同
春
合
宿

⽔郷⼩⾒川⻘少年⾃然の家 (千葉県香取市)場 所

意⾒交換会・各部門別研修会・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ内 容

3月28-29日／2日間 (1日目:顧問,2日目:生
徒)時期／日程合

同
研
修
会

成田高等学校 (千葉県成田市)場 所

意⾒交換会・各部門別研修会内 容

2023

~2019

このあたり

前提
3月下旬 ／ 1泊2日時期／日程合

同
春
合
宿

⽔郷⼩⾒川⻘少年⾃然の家 (千葉県香取市)場 所

意⾒交換会・各部門別研修会・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ内 容

3月28-29日／2日間 (1日目:顧問,2日目:生
徒)時期／日程合

同
研
修
会

成田高等学校 (千葉県成田市)場 所

意⾒交換会・各部門別研修会内 容

2023

~2019

このあたり

(愛称)

放送フェスタ in NARITA
(愛称)

放送フェスタ in NARITA

生徒運営だからこそできる
「交流を深める研修会運営」を目標に

研究目的・内容
校内放送活動活性化のための研修会を生徒が主体となって実施

運営から得られた結果・改善点から
今後の研修会や交流の機会への展望を探る

施策
開催に向けた事前準備

開催前1

一
連
の
準
備
を

生
徒
実
行
委
員
会
で
実
施

B

A

C

事前案内の準備・事前調査
参加者集計・参加票(名札)準備
当日運営のためのしおり製作
意⾒交換会準備
当日の会場設営・準備

A.当日運営のためのしおり製作

 講師紹介
 スケジュール
 会場案内
 観光情報

施策 開催前1

合計32ページ
製本まですべて生徒が製作

… et c
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施策 開催前1

参加者へのアンケート
• 各講座の先生への質問
• 放送活動の悩み

施策 開催前1

B.事前案内の準備・事前調査

各講座・意⾒交換会で活用

… et c

施策 開催前1

C. 意⾒交換会準備

【 課 題 】
• 生徒同士の交流を深める機会にする
• 初対面の人と簡単に打ち解けられるようにする
• 時間枠：最大45分
• 大人数の参加者をまとめられる運営体制

生徒実行委員会で何度も協議

 議⻑・副議⻑が全体進行
 5~7人班に分け班1人生徒実行委員を配置し班内進行

施策 開催当日2

Ⅰ.意⾒交換会

⓪ アイスブレイク：サイコロトーク (10分)
①「各校での活動内容」(10分)
②「放送活動を広めるには何をすべきか」(10分)
③ フリートーク(15分)

NHK千葉放送局
多くの番組を撮影したベテランカメラマン

施策 開催当日2

Ⅱ.各部門講座
アナウンス 朗読 番組制作

安田 知博 先生
放送インストラクター
現役時代Nコン3連覇

田川 孝二 先生
佐賀清和高校 放送部 顧問
県大会24年連続総合優勝に導く

伊藤 敏朗 先生
東京情報大学 元教授・映画監督
千葉県内放送コンテスト番組部門審査に⻑年携わる

今年３月の春合宿には、
盛岡第二高校 菊地達哉先生

をお招きしました。

 受付・会場案内・会場整理

 開会行事・閉会行事

 各校の参加費徴収・集計

 昼食時ラジオ放送・作品上映

施策 開催当日2

Ⅲ.その他運営

開催結果 開催後3

参加校数

18校
(千葉県・茨城県からの参加)

参加人数

157名

開催結果 開催後3

事後アンケートの結果
他校の生徒さんと
交流できてよかった

他校の活動内容を
知ることができた

放送活動の
モチベーションになった

あまりそう思わない

他校生徒と交流を深められたか？

n=51(研修会参加者)

ややそう思う

そう思わない

そう思う

0%

開催結果 開催後3

運営側の感想や反省点

意見交換会の時間が足りなかった

運営側としても
色々な学校と交流ができてよかった

当日の連絡の取り合い・意思伝達が
難しかった
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まとめ・展望

• 各校生徒の交流を深められ
• 校内放送活動の活性化に繋がった

• 当日の運営の安定性は欠けていた

準備や打ち合わせの徹底や
当日の動きの綿密な把握 など 改善をする

ご清聴ありがとうございました

生徒主体の合同研修会運営
校 内 放 送 研 究 発 表 会 成 田 高 等 学 校 放 送 部

第２２回成田高等学校放送部主催
合 同 春合宿

令和 ７年 ３月 ２７日(木)
２８日(金)

千葉県立小見川少年自然の家



2024/9/22

8

質 疑 応 答

最後まで ご清聴

ありがとうございました。

岩手にお呼び頂き 感謝申しあげます。

成田高等学校 放送部でした。


